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中世武士の遊びに関する研究

遊芸を中心としてｰ

西村秀樹

　序

　中世武士の遊ひとしては、いわゆる遊芸があげられる。東山文化の時代（将軍足和義教の独裁政治が崩

壊した高古の乱後の、複数を載く幕府体制下の５０年ほどの時期、１４４１～１４９１頃）には、将軍御

所は武家文化のサロン的性格をもつに至り、同朋衆と呼ばれる遁世人たちが、絵画、連歌、立花、香合、

茶勝などを展開させていた。彼らは、戦闘のないときには、武士に対して、それらの遊ぴ文化の相手をつ

とめ、心をなごませていた。中世の末期、戦国時代になると、武士間の対立抗争が激化していったが、上

層武士のほとんどは、古典文化の吸収に情熱を燃やした。そのうち、遊ぴ文化も例外ではなかった。江戸

城を築いた太田道濯は漢詩にすぐれていたし、応仁の乱の西軍の主力となって活曙した大内政弘は「源氏

物語」、「伊勢物語」などの王朝古典文化の吸収に非常な熱意を示すとともに、みづから和歌をも詠み、

その歌集「磨墨和歌集」の三条公教の奥書によると、彼には二万余首の詠草があって、これはそのなかか

ら厳選したものなのであった。同じく応仁の乱の乗車の主将紺川勝元を援助した勇将として知られた阿波

の大名細川成之は、五山禅僧だちとの交わりが深く、和歌・連歌を好み、大内政弘とともに「新撰菟玖波

集」編集にあたっての有力な後授者なのであった。越前の朝倉家は歴代通じて、公家や連歌師を迎え映け

ている。

　また、能楽も武士のあいだで愛好されている。能楽は、観世世阿弥がその庇護者を三代将軍義揃として

完成させたものである。賎民の芸能としてさげすまれていた猿楽の能は、彼らによって武家の式楽にまで

畔華されたのである。

　このような武士が戦乱の最中においてさえおこなった遊芸を中心とした遊ぴ文化は、武士にとってどの

ような社会的意味をもつものであったのだろうか。以下では、これらの武士の遊び文化の社会的意味を、

武士道イデオロギーとの関連において明らかにしていくことにする。

1.武勇の重要性

　　諒頼朝によって武家数治がはじめられたわけであるが、それとともに武士道というものが顕在化した。

　この武士道精神の美徳としては、さまざまなものがあげられるが、そのうち最高のものとされるのは、

　その武勇によって得る名誉であった。この武士の武男が、とりわけ戦国時代において著しく現われたこ
　　　　　　　　　　　　　　　田

とは宮うまでもない。例えば、F信玄家法」には、「武勇専町嗜事。三屡日。強将下無弱兵･よ「加藤

清止掟書」には、「……武士之家に生てよりは、太刀かたなをとって死る遵本意也。常々武士道の吟味

をせざれば、いさぎよき死は仕にくき物にて候間、能々心を武にきざむ事肝要に候事」とある。また、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－３９－



文明１２年（１４８０）７月に成った（足利義尚の委員による）「樵談治要」には、「名と利との二は、

いづれ人のねがう事なれど、利は一且の利也、名は萬代の名也、武士の一命をすつるも、名をおもふが

ゆへなるに、無理非道の悪名をぱ何とも思はぬは、命よりたからは猶おしき物にや侍らん」とある。

　　　　　　　　　　　　　　（4）　　　　　　　　　　　　（4）
　「北条五代記」には、三浦一族の敗亡の様（永正１３年＝１５１６年７月）が、「敵みかたの死がひは

原上に塚をつき、血は野草をそめ、みかた（三浦方）もおほく肘死す。生残る輩は友々さしらがへ、腹

を切ってぞ死にたりける。わづかに残る人々は、心しづかに腹きらんと、主従とも域に帰り、七十五人

おもひおもひに腹切って一人も生残らず同じ枕にふしにける。」と描かれている。剛勇であった三浦道

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）
寸及びその子荒次郎らは、北条勢と力の限り闘ったが亡びてしまった。そこでは、敗れ7こゆえに切腹を

週んでまでも、それまでの武勇による名を守っているのである。

　秀吉が、信長の命により中国の毛利氏を肘った時、毛利の配下の清水宗治が高松城を死守したので容

易に落ちず、秀吉がついに水攻めの策を用いた。おりおり、信長が本能寺の変で敗れたので、秀吉は軍

を返す必要に迫られ、毛利氏と講和しようとした。毛利輝元は安国寺の僧恵瓊に斡施させて、高松城内

の士卒に代わって清水宗治を犠牲にすることによって、秀吉と講和することにした。そうすると、宗治

は自分の死に依って両者の和量が成り、かつ城兵を救うことができるなら幸いなりとこれを承諾し、天

正１０年（１５８２）６月４日、宗治は小舟に乗って高松城を出で、秀吉の軍と味万の毛利勢との面前

で、腹を切った。その模様について、「清水長左衛門尉平宗治由来覚書」は次のように記している。

　　六月四日高松ノ城ョリ、小早一叢二乗組、蛙が鼻ト申所マデ押出シ、味方ノ大将輝元公、隆景公、

　向ハ羽柴筑前守殿、両陣ノ間ニアッテ切腹仕候。其時筑前守殿ョリ、霧検死堀尾茂助、是モ小舟ニテ

　罷出、筑前守殿仰セラルヽハ此中申談候イキトヲリ相違有之マジク候。定テ長鼎城御難儀二候ツル問、

　有相候トｆヽ大樽五荷ヽ肴上林極上挽茶一袋送り嶼犀ヽ互二最後ノ杯ツ取カ’｀シヽ長だ衛門（宗捨）

　誓願寺ノ曲舞ヲ謡出シ、晨ノ者月屑米近、難波七郎二郎、同音二覇納メ、切腹仕タル由申候、其荷ノ

　　゛ｓ四之ヽ゛％

　　宗治は、舟上で、秀吉から贈られた酒肴で最後の杯を交わせ、誓願寺の一曲を謡って切腹したのであ

　った。主に対する節義のためには全く死というものを顧みなかったのであって、ここにもまさに当時の

　武勇を重んずる武士の典型的姿がうかがえるのである。

　　このように、武勇をたて名誉をあげるには、家族をも忘れ、自己の利害の誘惑を顧みず、主人のため

　に生死をも辞さないということが要求されたのである。つまり、戦場において、自己を没し、迷うこと

　なく主人のために倉を捧げることによって、逆に自己を名誉ある者として顕現させなければならなかっ

　たのである。このような生死の境目に立たされた時、妄念、親・妻子への愛情、財への執着を断ち切る

　ことは、容易ではない。そこで武士は平素の生活において、いざという時そのような態度がとれるよう

　精神修養を重ねていなければならなかったのである。

２精神修養一絶対の境地の体得一

　　室町時代の応永１７年（１４ １７）に記された「竹馬抄」には次のようにある。
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一

　　弓箭とりと云は、わが身のとは申におよぱず子孫の名をおもひて振舞べきなり、かぎりある命をお

　しみて永代うき名をとるべからず、さればとて二なき命をちりはいのどくにおもひて、死まじき時身

　をうしなふは、かへっていひがひなき名をとるなり、たとへぱ一天の君の御ため、または弓箭の将軍

　の御大事に立て身命をすつるを本意といふなり、それこそ子孫の高名をも簿えけれ、富座のけいさか

　ひなどはよくてもあしくても家のふかく高名になるべからず、すべて武士は心をあはつかにうかうか

　とは持まじきなり、万のことに兼て思案してもつべきなり、常の心は臆病なれど、綱と云けるものゝ

　米武におしへけるも最後の大事を兼てならせとなるべし、おほくの人はみなその時にしたがひ折に望

　みてこそ振舞べけれとて、過るほどに俄に大事の畷義の出来時はめいわくするなり、死べき明をおし

　過しなどして後悔するなり、よき弓とりと仏法曹とは用心おなじことゝぞ申める、すぺてなにむとも

　こゝろのしづまらぬは口おしき事なり、人のこゝろときとも案者の中にのみ侍るなQ､｡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G･

　つまり、武士としてはまず自分自身と同時に家の名をたてる嶼を志し、主君のために命を捨てる。そ

うした武士としての本分を守って、いさかいなどにかかわってはならない。それは家の高名にならない

ことである。武士は、時に従い、折に望んで死すぺき時に死す。そして、そのためには、平常から、仏

法肴と同じように心を平静にしておかねぱならないというのである。すなわち、平常から、煩悩を断ち

切り、雑念を払い、利害の打算を忘れ、無心、無我の絶対の境地になければならないのであって、それ

はよき弓とりであるために必要なことなのである。

　室町時代には、利害の打算その他あらゆる雑念の介在するすきのない境地一絶対の境地－において無

心・無我のうちに動作をするということが強調されてきたのである。同「竹馬抄」には、武士は、無心

で心静かでなければならない。坐禅する僧たちは、生まれつき利根というのではないが、心をしずかに

しているため、万事に明らかである。学問をする人もその事を一大事と思い、心をしづめて覚えるので

他の事に対しても自然と賢くなる。このように、人の心は使いようによって利根にも鈍根にもなるのだ、

ということが書かれてある。無心・無我の境地という禅僧的精神が、武士には必要とされたのである。

　　　　　　　　　　㈹

　そして、その心の境地は、そのはたらきとして外において形としてあらわわる。同｜竹馬抄jに次の

ようにある。

　　人の立振舞べきやうにて、品の程もこゝろの底も見ゆるなれば、人目なきところにても垣堅を目と

　心得てうちとくまじきなり、まして人中の作法は一足にてもあだにふまず、一肩といふとも心浅やと

　人におもはるぺからず
　　　　　　　　　Ｍ

　人はその振舞いによって人品も心底も見えるものだから、人の見ていないところでも垣堅を人の目と

思って油断をせぬがよい。まして人中の作法においては、一足もあだに踏まず、一紀も浅はかだと思わ

れるようなことを言ってはならないというのである。

　心正しい時は形も美しい。形正しい時は心も正しくしずかであるとの考え一円心と外形は即－なるも

のであるという再えーが作法の理想であり、この心が正しいという言葉を禅的に表現すると、本来のす

がた、無心の境地ということになるのである。それゆえ、武士は、正しい心一無心・無我の境地一をも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（問
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　つため|と、作瞳|ご錐うのであ盾。fS法とい５の|ま、読してＳ実●柿わない摺式的・摺鶴的なもので1まな

　い。作酋|ま与え６れた環境|£おいて量１－會わしい仕方春宣めたもの、曙処|ご応じた正しい心の・●を

　意Ａじた●のなのであり。･っまり、執Ｓめ匯たる個個を断ち、一切の執心を払拭して、真実鐘心の境地

　春闘４の|ごかな、たものなのである。こａ作法は当聘ａ言‐では｀I武家故実IIと●ぱれるもぬであり、

　武士|まこれ●fiaの1皿としたのである。

ａ精神億盤としてｅ遊芸

　　和敬、連歌、茶、花、飽などの遊芸轜、そのiEしいnaをもつものなのであ、た。

　　まず、茶（茶暴）についてみよう。足利●吹が茶道の組村田珠光を召して茶事1こついて算うと、練光

　岨藁畠の鏑神|ま、翻・●・贋一重の凶壇1乙あると●審したとい11、また千利休|ま自ら叱これ●和・敬一

　騰・重|こ改めたという。

　　秀吉が天正ｌｓ年（１ｓ圓７１１乙ljyで傭した大茶会のー、諸・|こ立て彊した高机の翻意寄|ご|ま、

　　　－、茶‐執心|乙おいては、また菌豊町人、百姓以下|ごよらず、昏一、うるペー、藁な●●の|まとが

　　　　し|とてもぶ善健闘提案可仕健事。

　　　‾｀日本２●|ま弓晟申ヽ敷審･Q●有之・のは唐Ｉの者ま701一場声111!、

　とあ、た。藁事●1Ciの程の者であ名ならば●襄身分の差別などlj論外にして参会せよ。茶道具だ･1た一

　つの持害で１いいし、藁の持ち合わせのない看|ま、こがしを持。て采てもよい、同好の士であるなら唐

　国l）者でもいいと言９ているのである。

　　茶室|こ|ま●口という狭い入口があり、茶SIと招かれた客|まとの口から茶室|ごはいるのが作法とな、て

　おり、し14.この●合、たとえ武士でもその瀧というぺ●刀を拘-1たまま入ること|ま許Ｓれず、そのた

　め|乙瀧口の外|ご|ま刀朧が設けられていたのである。茶室lごあ-3ては、武士・町人・百姓というような、

　一切ｅ音茜ト下の隔ては璧箆されたのである。こうい、ｔＳ瞭で、藁●Iこおいては、和の精神が忿重さ

　れていたのであ芯。

　　敬の精神|乙ついて|ま、千利休の弟子の山上京仁が次のように述ぺている。

　　朝夕寄合闘ナIリトモ、道具とう４、亦ハロ切ハぶ藍玉こ、常ノ茶墨ナリトモ、跡地へ入ョIﾘ出ルマ

　　テ、一期ｚ一度ノ●ノヤウこ。亭主９可敬畏、世腫�鰻飯用也¨“71z

　　これが。今生の別れとな名１４しれぬ、と羞いをこめ、亭主を穀い、心をこめてつ●あわなければな

　６ないのである。

　　また、茶遭|ごおいては、屑らか自が聴意自れたのであ、た。茶●|ごあ、て|ま清潔な荼布を重んずるこ

　とli●ちろλ、茶の遭具、茶室内外、水腫や霊�などｉ贋置叱Ｓれていなljれぱならないのである。さ

　らICは、このようなただ目IE甕名物だけでなく、16そのもの１贋らかでなけれぱならな加、たのである。

　千利休が痢坊宗襲の皇霊廟の翻地|こ意げた「意油贋嘉雄約」|こは。

　　一、手水のー、聯ら心頭●すゝぐを以て此遠の肝●とす。

－、庵内蔵外に於て世事の談話古来芦之。
　　　　　　　　　　　　　　　‘（13）

４２

｜

｜



一

と畠、た。手水lj、心�をすすぐための水であ包、世●のljがれをすすぐための水として・AI･られた

のであ名。また、ｌ●のljがれ巻持ち込むような話をしてljならないのである。

　塵というのは、中世芸道を重く精紳であ、て、甲頷・蛤膀な趣を握λじる僣向のことである。軸田酋

光|ま、槌棄の●●を旨とした書麿式の庖式●改め、四畳半の茶室を無害したのであ、た。これは鳥子紐

の白畳付lj、捗飯の鮪なし、天井|ま小飯豊あ、・根li宝形盈であ、た。武・紹●|こおいては、白彊忖lj

を土壁|ご改め、木棺子を竹格子|とし、難子の腰飯を飴くというよう|r、Sらlご簡・化Ｓれている。千ll

休|ご至、て|ま、茶室は全て簾廟式の屈曲・達り|ごし、一層●・なものとな、ている。このような田●●

式の藁室は、そ1】広ＳＩ四畳半からきら|こΞ畳・ﾆこ畳単一一畳半へと鐘少きれてい、たのであ、ｔ。こ

うして高察|ま山・ａ繭寂幽趣●志向した・憬朧の山里廟とな、てい。たのであ。た。

　農具も簡単なものが使好きれ恚。例えlj、祠休|ごおいてlj、�梱の機しく塁、た高瞳よｌ色、偕甕な

どの糧・な荼�がおもしろいとされ、正しくろくろで作られた１のよね、手でひま3、た手造りａものが

委しいとされている。

　このよう1乙、茶譜|こおいて1ま、和一敬・潤一塵の精神が●・されたのである。和の鴉神及ぴ組手のÅ

胞1こ対する尊敬から僧曹するのは、個４の主紘は。強い白喪心●露骨|こあらわすことを・lja.･っまａ

で●るだljおのれ巻仰えることによ、て、相手の●鮭をひ●たた昔。そＬでその綸乗、逆|ごおのれも相

手|こよ、てひＳたたされ.jdのれの個性が生●てくるということである。おのれの個性●露骨1こあらわ

すこと●抑え、相手の個性を生かすということ1ま。お哩）れ●一度無1ごすること|こよ、て、運ICおのれの

個性を真|こ自覚するということなのである。庸・復の鯛呻から個薯するの|ま、世俗の骸薯･･埋脳を払拭

する。物誼IEi色鍬1こ１とらわれず、それらを数ｌ払い、そういう童瞼でひとたぴはみづからを空誠1ご

●す、ということである。こうして、和・●一肩・塵の精神|ごおいて、自己はおのれを空価1巴僣すこと

|ごよ、て色世界の色IC勣することなく、ありの１まの自己をみつめることが可能となるのである。そし

て、この壇地1こ至るため|こ、自己は、和一敵一層・塵の糟神|rかな、た即座|ご挺、ていくのである。

　花|とおいてlj、「池坊専応口伝」|r、「この一麿|ま野山｡水辺おのづからなａ・を居上|こあら|まし。覆

塵巻かぎり。よろし●おもかげ●●ととし……Jとあるようlc、主ほli自然|ご無ゐこまれ、人為●廟勲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　･ li

した白然のおのづからなａ姿●あらわきなけれぱならないのである。また、「たｗ」水尺�を愚、て江

山截程の●奥をあらljし。暫時・副の間lこ干変万化の使員をｉよおす。宛１仙家の齢隋ともいひつぺしI

　I‾零の一斉腫盾ｔ芯も、撞着必衰のことわ旬をしめす。Ｘ申lcし１いろかへlｺ松や桧原1ま。をのづから

奥如｡不変●あらはせり、廬・の姑｡詑を見て迦‐維契せられし時。正法置屋屡●抄心の座F¶｡着の外に別

IE傭て。即興大迦摺|こ付・すとのたまひしか。雲霧は桃花を里。山谷1ま木履を腿。・一花のま1として�

悩の益を梅しぞかし。貝是をもてあそよ人１本を毘て心をのべ。●欧のあはれをお１ひ。一員の興●も

よをすのみ|ごあらず。翁花落攬のかぜのillご。１６ａ悟りの摺をうる●１や侍らAJとある。釈迦は。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15）

瀧臨花をひねりと、て●子たちに・せた。重も、その意旅がわからなか、た。しかし、ただｰ－Å・●だ

けがその童を悟９て微笑した。そこで、iE法麗麗浬皿i心の巻法が、釈迦から迦●|とー心伝心1こ伝わａ。
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警鐘が協の花をｌたと●、山谷が冰擲の香をかいだ萄●飼桶1ご、花が稽Ｓの機鏃とな、ているのである。

屁がそのままおのづから真如i－のー●あらわすのである。その真如不一の自然の理を、花をｉてあそ

ぶこと|こよ、てあらわ|こするのが、花の道なａである。つまり、花の道|こおいて|ま、Å罷の恣意を�え

た自然のおのづからなる娶＝真如不変の●を室内|こあらlｺすのである。主体|虚、それゆえ、仏法者と同

じく、無心・鐘我の壇仙で対処しなけれ|まならないのである。花を色てあそよ一庖けることは、たしか

|こ人為である|ごちがいないけれど色、その人為|ま自然i乙包みとまれ名ぺきÅ為なのでああ。そういうＳ

練で、花を晋ける主体は、無心・無農なのである。

　こ５して、花|こおいて無心・無我の境地で自然a］おのづからなる書巻あらわすためlaまき重ざまな作

法叱鯛らなけれIZならないというわけである。池坊を申心とす恚腕顔で|ま、Ξ具足の花がすぺての花の

基寡骨法とされる。Ξ属吏の花とは、欄|ごΞ帽一刻の紬を蜷け、押板の上に康を置島、竺具足すなわち

申央|こ香合、香炉、香匙、向か、て右iと鶴亀の慰のものが疹い僣台、左|こ花瓶を置島、その花瓶|こ花を

撮すというものである。そして、その花の立て方であるが、原罰として若松を中心|こ遍ぴ、それを「Ｌ

ん」とする。この「しん」は真すぐなきので、花瓶の高ｉの寸法をＳ皐|ご『凡そ一タケ摩』と定められ

ている。真すぐでなけれぱならないのは、このΞ具足の花は花の品位ある「格」を●色よく備えたもの

で、Ｓようど書道における「Ｘ宇」|l相応する美しさを持９た色のでなけれぱならないからである。し

たが９で、「行字」のごとく、点●を瞎すお１しろ自●避けなければならないのである。若松の高さが

「凡そ一タケ串」と自れるのは、日本の伝銃芸能|ごおける「串」の感覚がこめられており、これ|ごよ、

て「のzy」・「sまずみ」という目|ご見えない鵬●奢衰珊するためであａ．また、左右|と樋り出す草木花

lとして１、その甚自li同じ寸法lcしないのが、この「串」の妙衛であａとと楓|r、秘法とされるのであ

る。甚い枝は璧く、蜷い車|ま甚く見えるよう|ごｌるÅ|ご直霊させ、自らSごその優蜷を同じ甚き|ご見せる

という巧鯵自も必‐と自れ1
11）

　このようなΞ具足の花奢根本として、立花が売威自れたわけであ名。立花の骨格となａ横座要素は、

初雛ICは「七つのゑたくはり」であったぬi、その後「真一副・耐震一真�・●鵬・浚枝･前憧」の「七

ツ道具」を上手lご劃み合わせながら、一層のうち|ご「天油和合」●Ｓ●させａこととされた真とは先
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　､1ﾀ1

程のべた菌訟であり、その他の１のは、そのr真』なる本本|乙鵬える枝であり、凛であり。花なのであ

る。これらはー・|こ『ﾄﾞ鳶』と呼ぱれる。この「薦Ｃ心１」と「下車」との艇ゐ合わせ|ごよ、て、立花

の樵式が威り立つのである。

　このように自然の花|こ対して、手巻加えながら、しか１自然の生気を失わせないよう|こし、白然のお

のづからなる書巻あらわしていく。作法はそれをかなえるものであａ、この作法にjllるなか、主体|ま無

心・羞我とな、ていくのである。

　次|と|ま、鮑SIついて＆よう。世同胞が「�|こよくＳせ習ひ、見敢りて、わが麹1こなりて、身心|と覚え

入包て、安島位の達Å1乙至るli、これ主なり。これ生島たる能なるぺりj言うようll、錘初のうち|ま、

箇から糎わる作法を●い学|まなけれljならなか。た。ここでは、その作法とい５●の|rlま、どのような
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ものがあ。たか。ここでは、柚・似、高|こついて簡胤lこみる|ことどめよう。一真・|乙ついては、「Ill・

審」捌二lc、高音なÅ弛、花鳥朧月のことわざ零|ま、それ自体|こ幽玄姜を宿しているから、そilは詳細

IE似蛙る、下賎な者や皐しい技を真似る場合は。本機・・刈・炭焼汐汲などSま、それが無の朧憎を生む

範囲内で似せ、そil以下ａｉａ】は似せないのがよい、と●かれてある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n-

　貴sr･っいては、「花�」の「麗・ａ槽」の粂|こ、麗の五智の・として記きれてい11

1麹|ま方法の意で

あり、麗|こは五･っの麗い・があるとする。手智|ま麗の舞い方を習｜して狂う酬なく序磋島の鐘度|ご合わ

せて麗うことである。麗署は手－巻動か吉ないで、貴を舞う姿のなかiご貴の麗憧を出し堕しさを出す麗

い方であａ。これli、鳥が・を動かきないで大空を・1r柴って漫●する・のような麗い方である。組曲

書|ま手●と舞智とがＳ然一体1ご和合したものであ、て、・く１●止する１美しいものである。そして、

それi虚手足の曲●美６・の菱しさも鯛れも兼ねたものである。手麗麗智と舞麗屋匍は、この組曲聳叱お

ける色合の相違であり、手讐●一座|として麗智を・えたものが手麗麗警であり、貴書を檀底1として手●

を加味したｌａが麗麗麗智である。男性の舞|£は、て●lj●とした手機屋樋がふさわしく、女性の舞|ご

は優艶な麗麗麗糎がふ自わしいとされる。

　このような作法を基底|とし、真体的なー４のｌかい作法ができあが、ているのである。物真似の動作、

麗の動作、一曲の敢い方、そして舞台上での進みがなどがそれである。こうした即座を、宅詠|ま鮨から

以心伝心|こ学ぴとり、それら|ご則ヽていくなかで、無心・Saの壇廸1ご至るのである。それらの即座li、

・初のうちli以心・心Sこ習い李ぱなけれ|まならないものなのであ芯が、やがてそれら|ま主ほと一匍とな

るものなのである。･つまり、鮪の芸一節から麹ilる作法と自己との対立ilなくなl、liの痘と白巴とが

一釦となる鴫、そこ|ご「生島たる能」が威立すろのであａ。世同強が「詑麗」の妙所之●|こおいて、

　　しかれど６、これをよくよく工失してゐalこ。ただ、この齢所は、能を究め、堪能、その者|こなね

　て、|一封Zる直の安●所IEAりふして。なす所の鰹1こ少し易かかわらず、無心・無風の拉1ご至る・・、

　妙所sこ５か●屑1こｔやあるべ島。
　　　　　　　　　　　　　a11

　とぎうよう|こ、その躊点IEおいて。主体|ま無心の壇・1こ至るわけである。との立場を、ｌ阿弥Sこよれ

ぱ|’安直」という。さら|こ、この「安拉」を基Ｓとして発塵すると、「闇・」という立場が生まれてく

る。すなわち、それli、「圖けたる位の態とは、この麗遭を、若年より老1ご至るまでの年来稽古を、こ

とごとく尽して、優を薦め、非を醸けて、已上して、時４上手の凱する手宜の心力なね。これ|虚細癩の

袖古のほどは、嫌ひ蝕け･っる非麗の苧を、優里|ご少し交ふａ・畠旬。上手なれljとて、剱のため非里を

為すぞなljれぱ、これは上手の故実な｀&゛言うよう|乙、「安位」|ごおいて自らと一如1とした作法とは

潤な、た”一風l’をも麹り入れ、主体独自の淵和と綾一とを憲威していくことが可能な立墟なのであ芯。

つまり、自己と一如|こした作法と11対立的な蓄素を弁歴法的IE鎚ﾄｰしていくこと1ごよ、て、主体の個性

を生かしrこ新たな作法昏つく、ていく、これが「掴拉」なのである。この「繭位」への穆行が可能なの

は、あくまで§譜心・無我の境地としてのr安位』の立場への到達を前提としているのである。色即優

空ゆえ|と傷心・無我の境地|ご到りたからこそ、空即墨色として、真の完威した「闇仙」の鮑を瀋じるこ
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とがで●－のである。

　奪織連歌においても鳥心㎜という意錬があたと考えられる心機隨畠玄●

色･1て融遍の●忿とすａ。

　　古Å�麹し。（幽玄億は３いづれの句lこ１わたるぺ●かたＳなり。いかIC1幽朽肝用な恚べし。Ｓ

　れども曹ａＡの幽玄と大やうのともが６の句と|まるか|とか|まり侍ａとなλ。古人－幽玄億とゝり●lj

　るは、心●量用とせし|ご個。よのつぬの好士の心禰たるは。晏とーや自ぱゐたるなｅ．心のえんなる

　|こ|ま。入がた●遭なり。Å１晏をかひつくろへるは。諸人の皐なりａ心をおさめぬあ|ま一人なるぺし

　となり　　　c一

　「盗の優ぱみたる」のみのもの|ま、幽玄ではない.r心の艶』が塵玄の慶冰なのである。心機は、こ

の「心の艶」|ごついて次のよう|こ言う。

　　trかし敬●鍼）ある人の。戯漣をぱい加やうgS行し侍るぺ●ぞとたづね侍れば。かれgハすす●。

　有明の月とこたへ持しとなり。これはいはぬ所IC心●かけ。ひえ自ぴたる方●きとりしれとなむ。さ

　かalご人はてたる好士の凰腫|ま。此お６かげぬみなるぺし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lｇ

　ここでは、「冷え麿EF」が幽玄の糧だと言われる．Ｓら|ご「艶J」こついて、心畿jまａのよう|こーう。

　　艶といふ檻。あなが右句のすがたこと瀧のやきぱみ。花めあたる|こ|まあるぺ加６ず。●のうち騰く。

　あはれふかく。●嘉|こ●な●事●お●ひしめ。人のな恚lj●忘れず。そのÅのおんlaま。一の●を１

　かろくお色ひ侍らtrAaむねより出でたａ句なるべし。心のかざりｔると１がらの句|ま。審一言瀧や

　さぱゐたりと６．鍼の人のゐゐより|まいつは匂のみなるぺし。Ｓれぱ古Åの名敬白朧|ご感、かたち●

　かぎり花め・たる|ますくなく゛‰|

　ゐづからの心を艶|とするため|ごは、執すａこ１から自由|こならなけれ|まならない。物欲|とも色欲1ご感

廣くなければならない。鮪み手11人間としての自己魏曹の煩悩を払い、ゐづから巻空無|ごし、発句す昌

のである。飴み手は己れ巻冷え遭ぴた対●のなかlご朧合し、無|としてい４なかで、迎|ご自我を６･ｺこと

|こよ、て|ま抱けない「無我の我」を纒わしていくのである。色はいずれは空|となｅ・く。生者1ま必滅、

盛なる●のは必ず・える。有はやがて無|こ鋳す恚。だからこそ、遂|こ空・魁1乙依箆して、無Ｓ●まさに

無常の植相IEおいて表現するのである。それが、心の艶を真個とする軸畿・達●を修将したということ

なのであり、そしてそこには新たな色世界jl衰糧されているのである。色即畳空を鮑馨するだけでなく、

それを童即墨色へと止垂し、存愈の喜ぴを峰わうこと、それが乱世lcaある武士の生の暫学なのであっ

た。

　以上のようic、武士は、武勇をたてるため1乙必要とされる鵬心・無我の境地の休曙という意義の錆紳

修豊として、荼一花・能・和敬・適職などの遊芸をおこな、ていたと考えもれるのである。なお、その

ほか、漢詩・管絃・音曲・唯麹・曝善一将棋・双六などicも、そのような意味があ、たようである。

「竹馬抄」|こは、

　　能の有人は、心0liども凪ひやられ、その庶●心|こく島也、量申li名利のみなり、鮑は名聞なれぱ
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　不堪といふとも猶たしなむべし、心のおよび学びもて行くほどに、物のへたといふとも、功の人ぬる

　事は、かたはらいたきとのなき也、よくする事はまれなり、尋常しくなりて、人なみに立まじはるま

　でを詮とすぺし、いかに高き家に生れ、みめかたちよく侍人も、歌よむとて短冊とる所、詩作るとて

　顧などさぐり、管絃の所の器のまへわたし、連歌の申にせぬ人にて他言うちまじへ、音曲する人の座

　しきにつらなりてつらづえつき、鞠などの場に露をだにえはらはず、又わかき友だちのよき手跡ふこて

　消息かきかはしなどするに、他人の手をかりて口筆をだにはかぱかしくえせぬもいふがひなきに……

　囲碁・将棋・雙六やうのいたづらとだにも、その座につらなりて、知り侍らぬはつたなくこそ侍めれ、

　弓箭とりにて、的・笠懸・犬追物など曝むぺきとは、云ふにをよばず、もとよりのどぬ

とあり、そのことはうかがえる。
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